
287

はじめに

本稿は，平成 22 年度学内共同研究「SNS を用
いた地域貢献活動の実態把握研究―学生のメディ
ア利用実態に基づく SNS 運用方法の検討―」（研
究代表者：林香織，研究分担者：廣田有里，木村
文香）の一環として，SNS 運用方法を情報行動
とソフトウェア工学の観点から検討するものであ
る。検討手順として，まず昨年度実施した本学学
生を対象とする「大学生の生活調査（１）」結果と
先行研究の整理からSNS運用方法を林が提示し，
学内 SNS を廣田が構築していくこととした。

本研究は，こうした SNS を構築し，大学に居
場所のない学生にとっての「憩いの場」をネット
上で提供することを目的としており，SNS の運
用を通じた学習支援の形態を模索するものである。

1.研究背景

　ソーシャルネットワーキングサービス（以下，
SNS）の運用が日本で開始されたのが 2004 年。
招待制で会員間に“友達の友達はみな友達”とい
うネットワーク構築を想起させた「mixi」を始め，
携帯電話などのモバイル中心に「GREE」，「モバ
ゲータウン」などのサービスに人気が集まってい
る。中でも mixi は 2010 年 4 月現在で 2,000 万人
のユーザー（２）を誇る巨大な SNS である。そも
そも「SNS」とは，社会的なネットワークをネッ
ト上で展開していこうとするもので，総務省

（2005）では，「新たな友人関係を広げることを目
的に，参加者が互いに友人を紹介し合い，友人の
関係，個人の趣味・嗜好等を登録してゆくコミュ
ニティ型のウェブサイト」であると定義している。
近年広がりを見せる「Twitter」ではなく，本研
究で SNS を取り上げたのは，“参加者が互いに友
人を紹介し合う”ことを重要視したためである。
参加の導入部分において「Twitter」は，“Tweet”
と“Follower”の関係は必ずしも双方向ではな
いのに対し，特に招待制をとった「mixi」は，双
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方向のやり取りにより参加が促されるという点が
挙げられる。Twitter は間口が広く Follower 側
に関係性を持つかどうかの決定権が与えられてい
るのに対し，mixi では間口は狭いが，その中で
は招待した側と招待された側に同等の関係性維持
の決定権が与えられている。この点が友人との関
係性強化に大きく影響を与えると考えられる。
元々，本研究が対象とする学生のイメージ像は，

「大学の中に居場所のない学生」である。物理的，
心理的に，居心地の悪さや身の置き場のなさを感
じている学生に，“居場所”を作ることを目的と
しているため，関係性を結ぶための入り口として，
決定権の所在は重要な要素となると考えられる。

2.先行研究の整理

SNS を大学教育に導入するための研究は，教
育工学や，情報学などの分野を中心に進められて
きた。渡邉（2008）によると，帝京大学では学
内 SNS の運用を 2008 年に開始している。活用方
法は大きく 4 つに大別でき，（1）研究室等の大学
内コミュニティでの活用，（2）OB・OG とのコ
ミュニケーションの場，（3）学生生活の情報交換・
相互支援の場，（4）科目および科目以外学習の相
互支援の場として利用されているという。管理者
からの招待制を採用し，学内のウェブサイトや学
内のポスターで管理者のアドレスを告知する形式
をとったという。同研究では，活用という意味で
活性化したのは，研究室での意見交換や，OB・
OG からの就職相談，学生生活の情報交換といっ
たコミュニティであったと報告されている。

この研究成果からは，情報が欲しいがそれを知
る手段に乏しい学生像がみてとれる。先輩や知っ
ている人にきいてみたいと思っても，どのように
して見つけたらいいのかわからないといった学生
生活上の不安感を SNS の導入によって解決でき
る可能性を示唆するものである。また，北里大学
での SNS は外部の Multiply.com のサービスを
2009 年に導入しているが，学生と教員との連絡
に 非 常 に 役 に 立 っ て い る の だ と い う

（Ellison&Collins2009）。特に非常勤講師と学生の

間には，講師が抱える時間的制約があるため，そ
の調整に SNS の導入効果が高いのだという。

実は既に本学には，「エドポタ」や「エドクラ
テス」といった学習支援ツールが存在している。
特に「エドポタ」内には掲示板が用意され学生同
士のコミュニケーションの場となってもおかしく
ないのだが……あまり活用されているとは言い難
い。一つのポイントは「招待制」であると考えら
れる。mixi は招待制をとることで「友人登録と
コミュニティへの参加が相互発展的に起こるの
で，友人関係と共通のコミュニティがあるかどう
かはある程度相関」の関係にある（松尾，安田
2006）という。友人関係がある人と共通のコミュ
ニティがあるかどうかは正の相関がはっきりと読
み取れるのだという。帝京大学における SNS 運
用の考察にある，研究室での意見交換，OB・OG
とのコミュニケーションなどが活発になるのはし
ごく当然で，“大学”という“closed”な環境に
おける招待制は，むしろ“共通の関心ごと”を生
みやすく，活性化させるために役立ったと考えら
れる。

一方，SNS における人間関係形成の問題も指
摘されるようになった。伊藤，山本（2009）に
よると，SNS の問題点として（1）プロフィール
詐称，（2）個人情報の流出，（3）中傷行為，（4）
SNS 疲れを挙げている。（1）～（3）については，
ネットのマナーやリテラシー向上という点におい
て，学内の SNS に参加させることは，モラル，
リテラシーに関する教育機会の提供であり，効果
を検証するということが有効であると考えられ
る。むしろ深刻なのは，SNS 疲れである。SNS
の特徴は，招待される・されないによってそもそ
も淘汰されているため，参加初期において友人関
係を形成する interaction による負荷は小さい。
反面，そもそも“関係性がある人”とのコミュニ
ケーションツールとして利用が促進されると，息
苦しいと感じるようになる。前出の研究では，返
信しないと友人から責められる，そして全てのコ
メントに返信することが「義務」となるメカニズ
ムが報告されている。実際学生の中には，「私は
こんなに一生懸命日記を更新しているのに，あな
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たはしていない」と責められたり，「友達の mixi
の日記に自分の悪口が書かれていると，別の友人
からきいてショックだった」など，SNS をめぐ
るトラブルの相談を受けることもある。

この点について役立つのが，社会心理学を中心
に進められてきた weblog と SNS の対比からみ
たSNSにおけるコミュニケーション研究である。
SNS が導入される以前，weblog におけるウェブ
日記は，自己表現よりもコミュニケーションにあ
ることが指摘されてきた（川浦ら 1999）。SNS に
はこの weblog と同様にウェブ日記の機能があ
り，これが上記で指摘した SNS 上の人間関係を
圧迫する要因となっている。SNS でのウェブ日
記は，自己表現よりもコミュニケーションにある
ことは weblog と一致しているものの，何よりも
実際の友人との交流に強く主体をおくというタイ
プが存在していることもまた指摘されている（梅
田ら 2007）。つまり SNS 上での“日記”は，コ
ミュニケーションツールとして機能していると考
えられる。これは先の，友人登録とコミュニティ
の相関とロジックが一致している。実際の友人関
係をベースに SNS が成り立っているので，そこ
から逃れたくても逃れられなくなるという凝集性
が「SNS 疲れ」として表面化してきているため
である。しかし，SNS は個々人の持つ社会的関
係性をウェブ上で展開するものであるため，高頻
度の利用者ほど負の効用を感じやすい，携帯電話
やインターネットなどのコミュニケーションツー
ルとしてのメディアが持つ特性を反映したものと
考えられる。

3.研究仮説と検証方法

先行研究から，本研究でのシステム構築のため
に研究仮説を設定した。
理論仮説：SNS は大学内における学習支援・学
生生活不安除去に効果的に作用する。

この理論仮説検証のための作業仮説は以下の通
り。
作業仮説（1）�学内限定の“招待制”を採用する

ことで，学内のことを話題にしや

すくなる。
　　　　　（2）�SNS の高利用者ほど，学生生活

の不安が低くなる。
　　　　　（3）�SNS の利用者によって，学内に，

新たな人間関係のネットワーク
を構築することができる。

検証方法として，まずゼミ，演習実習といった
少人数の講義から運用を始め，参与観察を行う。
次にグループインタビューを実施し，聞き取り調
査の結果をテキストマイニングソフトなどで，効
果の分類や友人関係のネットワークを図式化した
上，定量調査を行って前回の「大学生の学生生活」
との差異を確認するといった手順をとることとす
る。具体的に，（1）は mixi の利用状況との比較，

（2）は「学生生活不安尺度」の差異，（3）は学内
での人間関係が充実することで，平日の在宅時間
が減少するといった数値的根拠を示して明らかに
することが出来ると考えられる。

4.システム構築

仮説検証のために運用するシステムは以下の通
り。
機能 1. プロフ　�自己紹介機能。学科 / 学年 / 性

別といった属性，趣味や興味の
あることについて，公開・非公
開が選べるようにする。⇒どれ
くらいの範囲で公開するかを確
認するためのもの。

機能 2. あしあと�　ログの解析のために，どのユ
ーザーがどのユーザーに興味を
持ったのかを確認するためのも
の。

機能 3. コミュニ�ティ　運用を呼び掛けた授業毎
でコミュニティを立ち上げる。

機能 4.“エド友�”　mixi における“マイミク”の
設定。“エド友”からの招待を受
ける形でネットワークの構築を見
るためのもの。

機能 5. 日記　w�eb 日記　学内限定であることか
ら外部へのリンクが難しいため，
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静止画などのコンテンツに留ま
る。

サーバには，OS として CentOS を使用し，
SNS サービス構築のために OpenPNE をインス
トールした。OpenPNE とは，SNS を構築する
ためのオープンソースの SNS エンジンである。
OpenPNE は PHP 上で動作し，データベースと
し て MySQL を 使 用 す る た め，PHP お よ び
MySQL のインストールも行った。

OpenPNE の基本機能には，仮説検証のための
5 つの機能を実現できる「プロフィール」機能，「フ
レンド」機能，「コミュニティ」機能，「日記」機
能，「あしあと」機能が含まれている。また，管
理機能として，「メンバ管理」機能や「コミュニ
ティ管理」機能があり，学内での適切な運用のサ
ポートを行うことができる。

OpenPNE は，大学での導入実績もあり，沖縄
大学の教職員・関係者のための学習・情報共有の
場として利用されている（沖縄大学 SNS　
http://sns.okinawa-u.ac.jp/）。また，地域コミュ
ニティの場としても提供されており，福島県人に
特化した地域密着型の SNS として「福島県版地
域 SNS　Fuxima　（http ://www. fux ima .
com/）」，広島県呉市にある中通商店街の青年部
中通青年会が運営する地域情報や活動情報の交換
の場として「中通サポーターズ　（http://kure.
nakadori.com/sapo/）」などが挙げられる。

まとめと今後の展望

大学生を対象として SNS の運用は先行研究か
らの明らかなように，複数の大学で行われている。
本学の SNS としての特徴をどのように出すのか
が今後の課題といえる。また，運用に際し，どの
ように告知するのかという方法論はどの研究分野
でも検討されていない。学内に掲示したポスター
や，ウェブサイトからの導入が一般的な方法であ
るようだが，各種の方法を試すことで，学生に効
果的に情報を周知させる方法論を検討していきた
い。また，学内に存在している「エドポタ」「エ

ドクラテス」などとの棲み分けも重要な課題であ
るため，システムの運用には学術情報部や学務課
など事務方との連携が欠かせないため，協力を仰
いでいきたい。

《注》
（１）　「大学生の生活調査」2009 年 11 月実施、講義内に

おける自己記入式アンケート調査。回収数 250、内、
有効回答数 235。なお、この調査は平成 21 年度江戸
川大学学内共同研究「地域コミュニティの拠点として
の大学の役割」（研究代表者：林、研究分担者：廣田、
木村）の一環で行った。

（２）　株式会社 mixi プレスリリース 2010.4.14
　　http://mixi.co.jp/press/2010/0414/2681
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